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姫路獨協大学の経営の推移と改善に係る取組とその評価・分析 

 

(1) 大学開設の経緯 

姫路獨協大学は、「姫路に総合大学を」という姫路市を中心とした当時の西播磨４市

21 町 84 万余人の長年にわたる地域の総意を背景に、36 万人の署名や 10 億円に上る募

金など、地域を挙げての大学誘致活動の下、全国初の「公私協力方式」により、昭和 62

年に開学した。開学にあたり、「姫路獨協大学（仮称）設置に関する協定書」（昭和 59年

5月 10日締結）に基づき、姫路市から大学用地と 50億円の出資を受けるなど、全面的

な支援を受けた。 

 

(2) 志願者・入学者の推移と対応 【資料 P10. (6)各年度志願者数・入学者数・在学者数の状況】 

 

[昭和 62 年度～平成 8年度] 志願者・入学者 高水準推移 

 ・ 開学初年度、外国語学部と法学の 2学部でスタートし、入学定員は各 300人、 

計 600人に対し、志願倍率は 8倍となった。 

・ 平成元年度、経済情報学部を設置し、入学定員は 200人、既存学部と併せて入 

学定員は計 800人となった。 

・ 平成 3年には経済情報学部の入学定員が臨時定員増で 300人となり、入学定員 

は、計 900人となった。 

・ 平成 2年度から平成 8年度までの志願倍率は 10倍超で推移した。平成 8年度 

の入学者は 1,215 人、在籍者 4,766人となった。（いずれも過去最高） 

 

[平成 9年度～平成 17年度] 志願者・入学者 急減 

 ・ 平成 9年度、平成 2年度より 7年間、9,000人台から 11,000人台で推移して 

いた志願者数が前年度の一科目入試の弊害もあり、7,942人に急減した。以降、 

志願倍率も減少を続け、平成 12年度には 2倍台にまで落ち込んだ。 

・ その打開策として、平成 12年度・13年度に県内外に指定推薦校の大幅な増加 

を実施した。 

・ 平成 13 年度以降、教育カリキュラムの拡充を適宜行った。 

・ 平成 16 年度、国の法曹人口の増加方針を受けた法科大学院を開設した。 

・ 臨時定員増の終了に伴い、平成 12年度～16年度にかけて経済情報学部の入学定 

員を毎年 10 人ずつ計 50人削減した。 

・ 平成 16 年度は、志願倍率 1.8倍であったものの、入試レベルの難易度を下げた 

ことに伴う大学評価の低下により、入学者数は、初めて入学定員の 850人を下回 

った。 

・ 平成 17 年度には入学定員 850人に対し、志願倍率は 1.5倍、入学者は 652人と 

なった。 

 

 [平成 18 年度～令和 3 年度(現在)]  志願者・入学者 低水準推移 

 ・ 更なる打開策として、平成 18年度に医療保健学部（入学定員 190人）開設した。 

・ 平成 19 年度に薬学部（入学定員 120人）開設を行い、医療系大学の性格を打ち 
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出した。開設に伴い、法学部の入学定員を 120人削減した。 

・ 平成 20 年度に外国語学部を改編し、入学定員を 150人削減した。 

・ 平成 20 年度に経済情報学部を 1学科に統合し、入学定員を 50人削減した。 

・ 平成 22 年度、法科大学院の入試合格者ゼロ報道や募集停止報道があった。 

・ 平成 23 年度の入学者数は 437人と急減し、以降、400人台で推移した。 

・ 平成 24年度に外国語学部・法学部・経済情報学部の入学定員を各 50人削減した。 

・ 平成 25年度に薬学部の入学定員を 20人削減した。 

・ 平成 28 年度、看護学部（入学定員 80人）を開設した。 

・ 平成 28 年度、外国語学部、法学部、経済情報学部の人間社会学群（入学定員 

280人）への改編に伴い入学定員を 100人削減した。 

・ 平成 31年度、医療保健学部入学定員を 50人削減した。 

・ 令和 2年度、人間社会学群入学定員を 100人削減した。 

 

(3) 経営の推移と現状 【資料 P6.消費収支推移（開学～令和 2 年度）】 

【資料 P7.姫路獨協大学の経営改善に向けた取組】 

[昭和 62 年度（開学）～平成 10年度]  内部留保拡大 

 帰属収支差額（利益） 

・ 開学初年度から 3年間は、設置学部が未完成のため姫路市の出資金（学校法人会 

計上は寄付金）により収入超過を確保した。 

・ 平成 2年度に、外国語学部・法学部の完成により、収入超過を計上した。 

・ 平成 4年度以降は、高い志願倍率と 4,000 人を超える在籍者数により毎年 10億 

  円超の収入超過を計上した。 

・ 平成 7年度には、帰属収入は過去最大の 51.6億円を計上した。 

・ 平成 10 年度に授業料の増額改定を実施した。 

 

[平成 11 年度～令和 2年度] 内部留保拡大鈍化後、縮小 

・ 平成 11 年度より、在学生数の減少に伴って、収入超過額が徐々に減少した。 

・ 平成 17 年度には、志願倍率が過去最低となり、帰属収入の減少と併せて、翌 

年に開設を控える医療保健学部及び翌々年開設を予定する薬学部の創設に係る 

経費発生が要因となり支出が増加したことで、開学以来初の 3.8億円の支 

出超過を計上した。 

・ 平成 18 年度以降、教職員の賞与削減、選択定年制導入と事務職員役職定年制導 

入や早期退職者募集の実施による人件費抑制や経費見直しによる経営改善に 

努め、令和 2年度までに総額 37億円超の削減効果を得ているが、令和 2年度も 

基本金組入前当年度収支差額は、3.9億円の支出超過を計上している。 

（平成 27年度から適用された改正学校法人会計基準では、旧基準の帰属収支差 

額は新基準の基本金組入前当年度収支差額に相当） 

・ 金融資産については、平成 16 年度には過去最大の 121 億円にまで積みあがった

が、医療系 3 学部開設に伴う投資や平成 17 年度以降の新学部増設に伴う投資や

学内施設整備により、令和 2年度末 20億円台にまで減少している。 
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(4) 姫路獨協大学が地域に果たしてきた役割 

 

1. 若者人口の維持 【資料 P10.(6)各年度志願者数・入学者数・在籍者数の状況】 

・開学以来、令和 2年度までに 26,000人超の学生が入学し、若者人口の維持に大き

な役割を果たしてきた。 

・入学者のうち 4,500 人超が姫路市内居住者であることは、市内高校生等の進学先

として重要な役割を果たしている。 

・市内の他大学には、看護学部を除く３学部と同系統の大学はなく、市外への若者

流出を阻止する役割を果たしている。 

 

2. 地域企業等への人材供給 【資料 P13.県内、圏内及び市内への就職率】 

・開学以来、令和 2 年度までに 3,100 人超の学生が姫路市内に就職し、地域産業を

支えてきた。医療系学部設置後は、更に多岐にわたる分野に人材を供給している。 

・定員ベースで、本学が兵庫県下の大学の入学定員に占める割合は、保健学系統（リ

ハビリ分）では約 20％、薬学系では約 10％、看護系では約 7%であり保健医療系人

材養成機関として一定の役割を担っている。 

 

3. 地域における経済波及効果 

・学外専門家による開学初年度から平成 30 年度までの経済波及効果の試算による

と、市内需要創出額は、703 億円、経済波及効果は 887 億円とされ、地域経済に大

きな影響をもたらしている。 

4. 大学資源の地域還元、地域活性化 

本学は、開学時より「地元に貢献する大学」「地域に開かれた大学」として、姫路 

市に寄与するため、本学がもつ人的（知的）資源、施設的資源を提供し、地域活 

性化に寄与している。事例は次のとおり。 

・ 本学キャンパスや駅前サテライトを活用した大学院講座や公開講座（「獨協講

座」「はりま歴史講座」等）への教職員の派遣。 

・ 教員免許状更新講習への教職員の派遣と教室の提供。 

・ 各種セミナーの実施、産官学及び市・団体の各種委員会への教職員参画。 

・ 大学発まちづくり研究助成事業（姫路市と連携） 

・ 産学協同研究助成事業（姫路市と連携） 

・ シニア・オープンカレッジ（姫路市と連携） 

・ 地域ボランティア活動、小中高等学校の活動支援や連携教育活動に学生を派遣。 

・ 図書館、体育館、グラウンド、教室等の大学施設の市民への開放。 

・ 姫路市社会福祉事業団による障がい者就労支援施設「カフェぴあの・ぴあ～の」

に学内施設を提供。 

・ 発達障がい者の支援事業に学内施設プレイルームを提供、教員も派遣。 

・ 小中高等学校の学習活動支援、市立及び地域の高等学校との連携教育活動など。 
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【資料】 

 

(1) 姫路獨協大学の概要 

 

ア 運営母体 

学校法人 獨協学園（埼玉県草加市学園町 1番 1号）  

 

イ 所在地 

姫路市上大野 7丁目 2番 1号 

 

ウ キャンパス規模 

敷地面積 193,461㎡  校舎面積 58,523.7㎡ 

 

エ 沿 革 

 

①   学部・学科の変遷 

年 月 内   容 

昭和 62年（1987）4月 姫路獨協大学（外国語学部、法学部）開学 

平成 元年（1989）4月 経済情報学部設置 

3年（1991）4月 大学院（言語教育研究科・法学研究科修士課程）設置 

5年（1993）4月 大学院（経済情報研究科修士課程）設置 

12年（2000）4月 経済情報学部に経営情報学科設置 

16年（2004）4月 法科大学院設置 

17年（2005）4月 外国語学部にスペイン語学科・韓国語学科設置 

18年（2006）4月 医療保健学部設置 

（理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚療法学科・ 

 こども保健学科・臨床工学科） 

19年（2007）4月 薬学部設置 

20年（2008）4月 外国語学部の 6学科を 1学科 2専攻に統合 

23年（2011）4月 法科大学院の募集停止 

28年（2016）4月 

      

文系学部を再編し人間社会学群設置 

看護学部設置 

31年（2019）4月 医療保健学部こども保健学科の募集停止 

  ※ 下線部は現行の学部・学科等 
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②  設置学部及び学科（令和 3年 4月 1日現在） 

学部名など 学類・学科、研究科名 

人間社会学群 

国際言語文化学類 

現代法律学類 

産業経営学類 

医療保健学部 

理学療法学科 

作業療法学科 

言語聴覚療法学科 

こども保健学科（平成 31年度入学生から募集停止） 

臨床工学科 

薬学部（6年制） 医療薬学科 

看護学部 看護学科 

大学院 

言語教育研究科 

法学研究科 

経済情報研究科 

 

オ 姫路市からの財政支援 

 

①  開学時 

支援内容 備  考 

大学用地の出資 167,304 ㎡（県から市が 30 億円で購入した土地約 22 万㎡の一部） 

50億円の出資金拠出 
総合大学基金（寄附金及び基金利子収入）の一部を出資 

（残りは奨学学術振興基金へ積立） 

各種の造成支援 

・学校用地施設の河川改修や市道整備 

・近郊都市計画街路や下水道の繰上げ整備 

・バス路線の新設 など 

 

②  新学部設置時 

支援内容 備  考 

財政的支援なし 
医療保健学部、薬学部用地（約 4万㎡）を約 3億円で有償譲渡 

（平成 16年度） 

 

 (2) 財産概要 

令和 2年度末における財産概要                （単位：百万円） 

内  訳 金 額 備  考 

固 定 資 産  22,990 

土地、建物、構築物、図書、教育研究用機器備品、減価償

却引当特定資産、校舎等建設引当特定資産、退職給与引

当特定資産、有価証券、電話加入権など 

流 動 資 産  896 現金預金、未収入金、前払金など 

外 部 借 入 金   357 日本私立学校振興・共済事業団より（令和７年完済予定） 
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(3) 経営状況 
 

消費収支推移（開学～令和 2年度） 

     (単位：百万円) 

 S62 年度 S63 年度 H1 年度 H2 年度 H3 年度 H4 年度 H5 年度 

帰 属 収 入 合 計 1,910 2,585 3,567 3,568 4,300 4,682 4,892 

支 出 の 部 合 計 1,558 1,878 2,630 2,953 3,287 3,664 3,838 

帰 属 収 支 差 額 352 707 937 615 1,013 1,018 1,054 

      

 H6 年度 H7 年度 H8 年度 H9 年度 H10 年度 H11 年度 H12 年度 

帰 属 収 入 合 計 5,041 5,169 5,065 4,855 5,004 4,934 4,808 

支 出 の 部 合 計 4,006 4,001 4,006 3,724 3,773 3,664 3,627 

帰 属 収 支 差 額 1,035 1,168 1,059 1,131 1,231 1,198 1,181 

      

 H13 年度 H14 年度 H15 年度 H16 年度 H17 年度 H18 年度 H19 年度 

帰 属 収 入 合 計 4,757 4,636 4,453 4,278 4,075 4,044 4,311 

支 出 の 部 合 計 3,518 3,653 3,836 3,757 4,454 4,702 5,516 

帰 属 収 支 差 額 1,239 983 617 521 △ 379 △ 657 △ 1,205 

      

 H20 年度 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 

帰 属 収 入 合 計 3,919 3,958 4,069 3,610 3,526 3,421 3,508 

支 出 の 部 合 計 4,751 4,617 4,755 4,176 4,075 4,057 3,964 

帰 属 収 支 差 額 △ 832 △ 659 △ 686 △ 566 △ 549 △ 636 △ 456 

      

科    目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 R2 年度 

帰 属 収 入 合 計 3,207 3,257 3,265 3,235 3,148 3,075 

支 出 の 部 合 計 3,969 3,820 3,816 3,710 3,743 3,471 

帰 属 収 支 差 額 △ 762 △ 563 △ 551 △ 475 △ 595 △ 396 

 

 

 

注）H17～19 医療保健学部、薬学部設置に係る経費及び施設設備修繕費含む 

    H19      早期退職者(33名)に係る退職金含む 

  H27～29 看護学部設置に係る経費及び施設設備改修工事を含む   
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※ グラフ縦の単位は、帰属収入、帰属収支差額とも百万円、在学者数は人
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(4) 姫路獨協大学の経営改善に向けた取組 

 

ア 平成 18年度以降の人件費削減策 

 

 期末手当廃止 

賞与一律加算の廃止 

調整手当削減 

教員超過コマ手当減額 

通勤手当見直し(月額 6 カ月定期/6)  

入試手当、繁忙手当減額 

選択定年制導入 

 賞与支給率調整 

 定期昇給抑制 

 学部・大学院手当減額 

 非常勤講師人件費削減 

 早期退職者募集（※） 

 事務職員（60 歳）役職定年制導入 

 

 第 9 次基本計画にて「原則として設置基準を下回らない限り、定年退職 

した教員の補充は行わない」方針を策定した。 

                                              

 H18 以降の削減効果  総額 △ 37 億 4,450 万円  

 

※H19 早期退職者募集に応じた 33 名の教職員の令和 2 年末現在までの 

人件費から退職時に支払った加算金額を差し引いた額を削減効果として 

見込む。
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 イ 平成 17年度以降の主な施設設備整備実績 

 

 平成 17 年度 ・医療保健棟新設(機器備品含む) 

              ・サッカーグラウンド人工芝整備等 

 平成 18 年度 ・薬学部棟新設(機器備品含む)  

              ・医療保健棟機器備品整備 

 平成 19 年度 ・講義棟他改修工事 

              ・野球場他整備（ナイター設備等） 

              ・医療棟薬学棟機器備品整備 

 平成 20 年度 ・薬草園増設(機器備品含む) 

              ・講義棟空調改修工事 

 平成 21 年度 ・医療保健棟機器備品整備 

 平成 22 年度 ・20 周年記念ホール設置工事 

              ・「ぴあのぴあーの」改修工事 

              ・学生駐車場整備工事 

 平成 23 年度 ・LL 教室棟改修工事  

              ・学生食堂機器備品整備 

 平成 24 年度 ・北グラウンド整備改修工事 

              ・学生食堂機器備品整備 

              ・体育館内トレーニング室改修 

 平成 25 年度 ・講義棟空調改修工事 

              ・中庭他学内改修工事 

              ・講義棟内什器改修 

              ・法人事務システム導入 

 平成 26 年度 ・講義室・地域学習ラボ什器 

              ・学内コンビニ機器導入 

 平成 27 年度 ・看護学部棟改修工事 

              ・看護学部機器備品 

              ・薬学部棟 AV 機器更新 

 平成 28 年度 ・学生食堂改修工事 

              ・看護学部機器備品 

 平成 29 年度 ・（ｱｽﾍﾞｽﾄ対策）煙突設置工事 

              ・看護学部機器備品 

 平成 30 年度 ・サッカー場人工芝改修工事 

 平成 31 年度 ・学内ネットワーク機器更新 

 令和 2 年度 ・体育館、剣道場天井耐震工事 

             ・体育館外壁・屋根防水工事 

                                                               

 

                   総 額   7,685 百万円 
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 (5) 教職員の推移 

 

ア 職別・正規非常勤別                     （単位：人） 

年 度 

教  員 事務職員 

正  規 

非常勤 正規 臨時 学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 合 計 

H27 

(2015) 
3 56 43 10 11 123 171 58 34 

H28 

(2016) 
2 59 39 19 14 133 185 58 33 

H29 

(2017) 
2 55 38 19 14 128 198 59 37 

H30 

(2018) 
2 53 41 18 9 123 209 59 36 

H31 

(2019) 
2 50 38 20 9 119 209 53 33 

R2 

(2020) 
2 49 39 15 11 116 187 48 29 

R3 

(2021) 
2 47 37 15 13 114 181 47 29 

※集計基準……各年の 5 月 1日現在の在職者数 
※教員…………正規は無期雇用者、非常勤は有期雇用者 
※事務職員……正規は無期雇用者、臨時は有期雇用者 

 

 

イ 居住地別                         （単位：人） 

年 度 

教 員 

 

 

 

 事務職員 

 

 

  

 合 計 

 

 

 

 

うち 
姫路市 
在住 

姫路市 

居住率 

うち 
姫路市 
在住 

姫路市 

居住率 

うち 
姫路市 
在住 

姫路市 

居住率 

H26 

(2014) 
297 81 27.3% 91 54 59.3% 388 135 34.8% 

H27 

(2015) 
294 82 27.9% 92 59 64.1% 386 141 36.5% 

H28 

(2016) 
318 89 28.0% 91 57 62.6% 409 146 35.7% 

H29 

(2017) 
326 95 29.1% 96 57 59.4% 422 152 36.0% 

H30 

(2018) 
332 101 30.4% 95 56 58.9% 427 157 36.8% 

H31 

(2019) 
328 106 32.3% 86 52 60.5% 414 158 38.2% 

R2 

(2020) 
303 103 34.0% 77 48 62.3% 380 151 39.7% 

R3 

(2021) 
295 103 34.9% 76 49 64.5% 371 152 41.0% 

※集計基準……各年の 5 月 1日現在の在職者数 
※姫路市在住…通勤手当支給の基礎となる住所 
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(6) 各年度志願者数・入学者数・在学者数の状況         （単位：人） 

年 度 1 年次 

入学定員 

(Ａ) 

志願者数 

入学者数 
在学者数 

（院生を含む） 西暦 和暦 
合 計 

(Ｂ) 

入学定員充足率

(Ｂ÷Ａ) 

うち 

県内 

うち 

市内 

1987 S62 600 4,816 746 124.3% 541 189 746 

1988 S63 600 4,679 747 124.5% 514 163 1,477 

1989 H元 800 7,921 979 122.3% 728 223 2,433 

1990 2 800 9,544 1,058 132.3% 721 181 3,464 

1991 3 900 11,382 1,081 120.1% 729 208 3,903 

1992 4 900 9,607 1,131 125.6% 792 186 4,351 

1993 5 900 9,764 1,105 122.8% 805 217 4,523 

1994 6 900 9,620 1,077 119.7% 766 192 4,532 

1995 7 900 9,325 1,214 134.9% 860 218 4,654 

1996 8 900 10,756 1,215 135.0% 811 181 4,766 

1997 9 900 7,942 1,047 116.3% 721 173 4,730 

1998 10 900 4,831 1,014 112.7% 736 166 4,608 

1999 11 900 3,791 1,114 123.8% 837 194 4,490 

2000 12 890 2,550 946 106.3% 727 182 4,227 

2001 13 880 1,929 943 107.2% 658 196 4,109 

2002 14 870 1,790 870 100.0% 560 159 3,961 

2003 15 860 2,123 915 106.4% 570 139 3,757 

2004 16 850 1,496 774 91.1% 447 100 3,582 

2005 17 850 1,306 652 76.7% 356 85 3,287 

2006 18 1,040 1,897 760 73.1% 399 116 3,181 

2007 19 1,040 2,332 767 73.8% 425 125 3,046 

2008 20 840 1,963 675 80.4% 374 104 2,894 

2009 21 840 2,185 603 71.8% 327 97 2,853 

2010 22 840 1,993 570 67.9% 320 98 2,717 

2011 23 840 1,650 437 52.0% 197 48 2,471 

2012 24 690 1,666 452 65.5% 211 57 2,334 

2013 25 670 1,384 435 64.9% 226 66 2,185 

2014 26 670 1,726 451 67.3% 218 54 2,063 

2015 27 670 1,903 403 60.1% 230 45 1,937 

2016 28 650 1,325 449 69.1% 283 77 1,919 

2017 29 650 1,348 468 72.0% 301 66 1,958 

2018 30 650 1,143 406 62.5% 249 46 1,945 

2019 31 600 1,141 407 67.8% 272 80 1,952 

2020 R2 500 913 359 71.8% 203 54 1,872 

2021 3 500 791 332 66.4% 217 62 1,722 

合計 - 140,532 26,602 - 17,331 4,547 - 
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 (7) 学部学科別志願者数・入学者数の推移（平成 23年度～令和 3年度） 

 

ア 人間社会学群（旧外国語学部、法学部、経済情報学部）   （単位：人,％） 

西 暦 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

和 暦 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 

入学定員(A) 530 380 380 380 380 280  280  280  280 180 180 

志願者数 585 486 426 338 338 309  297  276  381 316 270 

合格者数 461 389 323 287 267 234  235  239  294 270 229 

入学者数(B) 240 213 208 166 148 151  166  161  200 161 140 

入学定員充足率(B÷A) 45.28 56.05 54.74 43.68 38.95 53.93  59.29  57.50  71.43 89.44 77.77 

※平成 28 年度に旧文系 3 学部（旧外国語学部、法学部、経済情報学部）を統合して設置。 
※平成 27 年度以前の人数は旧文系 3 学部それぞれの数値を合算したもの。 

 

イ 医療保健学部                     （単位：人,％） 

西 暦 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

和 暦 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 

入学定員(A) 190  190  190  190  190  190  190  190  140 140 140 

志願者数 748  812  625  705  850  539  532  417  392 285 266 

合格者数 485  519  419  418  401  347  321  288  276 225 222 

入学者数(B) 148  166  147  156  154  148  139  122  108 94 104 

入学定員充足率(B÷A) 77.89  87.37  77.37  82.11  81.05  77.89  73.16  64.21  77.14 67.14 74.29 

 

ウ 薬学部                        （単位：人,％） 

西 暦 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

和 暦 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 

入学定員(A) 120  120  100  100  100  100  100  100  100 100 100 

志願者数 317  368  333  683  715  322  272  211  156 133 106 

合格者数 177  247  252  338  357  204  203  158  114 110 93 

入学者数(B) 49  73  80  129  101  76  78  47  30 34 26 

入学定員充足率(B÷A) 40.83  60.83  80.00  129.00  101.00  76.00  78.00  47.00  30.00 34.00 26.00 

 

エ 看護学部                       （単位：人,％） 

西 暦 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

和 暦 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 

入学定員(A)      80  80  80  80 80 80 

志願者数      155  247  239  212 179 149 

合格者数      106 189 186 170 141 121 

入学者数(B)      74  85  76  69 70 62 

入学定員充足率(B÷A)      92.50  106.25  95.00  86.25 87.50 77.50 

※平成 28 年度設置 
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オ 大学院                        （単位：人,％） 

西 暦 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

和 暦 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 

入学定員(A) 35  35  35  35  35  35  35  35  35  35  35  

志願者数 32  29  32  24  15  27  14  6  12 11 7 

合格者数 24  16  14  13  9  14  13  6  6 8 7 

入学者数(B) 22  16  13  13  8  12  9  5  5 7 7 

入学定員充足率(B÷A) 62.86  45.71  37.14  37.14  22.86  34.29  25.71  14.29  14.29 20.00 20.00 

 

  

(8) 学生納付金                       （単位：円） 

学群・学部名 
入学金 

(A) 

授業料 その他 

(C) 

合計 

(A)+(B)+(C) 年額 総額(B) 

人間社会学群 

300,000 

800,000 3,200,000 653,300 4,153,300 

医
療
保
健
学
部 

理学・作業・ 

言語聴覚療法学科 
1,100,000 4,400,000 1,773,300 6,473,300 

臨床工学科 1,100,000 4,400,000 1,713,300 6,413,300 

こども保健学科 

（募集停止） 
800,000 3,200,000 1,108,300 4,608,300 

薬学部 1,400,000 8,400,000 2,474,700 11,174,700 

看護学部 1,100,000 4,400,000 2,053,300 6,753,300 

※授業料総額(B)は年額×4 年（薬学部のみ年額×6 年）        
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 (9) 卒業生の地域への就職状況 

 

県内、圏域内及び市内への就職率（平成 2年度～令和 2年度） 

（単位：人） 

卒業(修了) 

年   度 

卒業者・

修了者数 

就職者数合計

(A) 

(上段:人数 

下段:卒業者等 

に占める就職 

者の割合） 

就職者数の内訳 

（上段:人数（B）、下段:就職率（B／A)) 

県 内 

県 外 
 

うち播磨圏域連携中枢都市圏内 

 うち姫路市内 

平成 2年

（1990 年） 
607 

514 265 131 103 249 

84.7% 51.6% 25.5% 20.0% 48.4% 

平成 3年 

（1991 年） 
653 

536 249 127 101 287 

82.1% 46.5% 23.7% 18.8% 53.5% 

平成 4年 

（1992 年） 
906 

738 440 236 168 298 

81.5% 59.6% 32.0% 22.8% 40.4% 

平成 5年 

（1993 年） 
1,022 

711 393 227 168 318 

69.6% 55.3% 31.9% 23.6% 44.7% 

平成 6年 

（1994 年） 
1,051 

695 395 253 177 300 

66.1% 56.8% 36.4% 25.5% 43.2% 

平成 7年 

（1995 年） 
1,056 

711 408 262 169 303 

67.3% 57.4% 36.8% 23.8% 42.6% 

平成 8年 

（1996 年） 
1,029 

700 420 247 165 280 

68.0% 60.0% 35.3% 23.6% 40.0% 

平成 9年 

（1997 年） 
1,039 

686 398 229 167 288 

66.0% 58.0% 33.4% 24.3% 42.0% 

平成 10年 

（1998 年） 
1,134 

692 407 254 180 285 

61.0% 58.8% 36.7% 26.0% 41.2% 

平成 11年 

（1999 年） 
1,093 

533 293 191 135 240 

48.8% 55.0% 35.8% 25.3% 45.0% 

平成 12年 

（2000 年） 
961 

483 274 178 117 209 

50.3% 56.7% 36.9% 24.2% 43.3% 

平成 13年 

（2001 年） 
890 

464 274 174 126 190 

52.1% 59.1% 37.5% 27.2% 40.9% 

平成 14年 

（2002 年） 
999 

434 252 158 101 182 

43.4% 58.1% 36.4% 23.3% 41.9% 

平成 15年 

（2003 年） 
817 

363 222 143 101 141 

44.4% 61.2% 39.4% 27.8% 38.8% 

平成 16年 

（2004 年） 
808 

388 201 114 86 187 

48.0% 51.8% 29.4% 22.2% 48.2% 
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卒業(修了) 

年   度 

卒業者・

修了者数 

就職者数合計

(A) 

(上段:人数 

下段:卒業者等 

に占める就職 

者の割合）

就職者数の内訳 

（上段:人数（B）、下段:就職率（B／A)) 

県 内 

県 外 
うち播磨圏域連携中枢都市圏内

うち姫路市内

平成 17年 

（2005 年） 
714 

394 217 119 87 177 

55.2% 55.1% 30.2% 22.1% 44.9% 

平成 18年 

（2006 年） 
740 

450 267 165 118 183 

60.8% 59.3% 36.7% 26.2% 40.7% 

平成 19年 

（2007 年） 
685 

432 208 116 84 224 

63.1% 48.1% 26.9% 19.4% 51.9% 

平成 20年 

（2008 年） 
529 

325 160 87 68 165 

61.4% 49.2% 26.8% 20.9% 50.8% 

平成 21年 

（2009 年） 
601 

388 191 115 71 197 

64.6% 49.2% 29.6% 18.3% 50.8% 

平成 22年 

（2010年） 
569 

372 196 124 93 176 

65.4% 52.7% 33.3% 25.0% 47.3% 

平成 23年 

（2011年） 
486 

304 165 91 63 139 

62.6% 54.3% 29.9% 20.7% 45.7% 

平成 24年 

（2012 年） 
482 

338 180 103 74 158 

70.1% 53.3% 30.5% 21.9% 46.7% 

平成 25年 

（2013 年） 
473 

310 164 103 74 146 

65.5% 52.9% 33.2% 23.9% 47.1% 

平成 26年 

（2014 年） 
421 

276 135 67 43 141 

65.6% 48.9% 24.3% 15.6% 51.1% 

平成 27年 

（2015 年） 
375 

250 120 62 42 130 

66.7% 48.0% 24.8% 16.8% 52.0% 

平成 28年 

（2016 年） 
345 

234 114 61 44 120 

67.8% 48.7% 26.1% 18.8% 51.3% 

平成 29年 

（2017 年） 
337 

269 130 70 43 139 

79.8% 48.3% 26.0% 16.0% 51.7% 

平成 30年 

（2018 年） 
296 

237 126 69 42 111 

80.1% 53.2% 29.1% 17.7% 46.8% 

平成 31年 
360 

281 173 96 68 108 

(2019年) 78.1% 61.6% 34.2% 24.2% 38.4% 

令和 2年 
419 

292 175 89 56 117 

(2020年) 69.7% 59.9% 30.5% 19.2% 40.1% 
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(10) 学部学科別国家試験合格者の状況（平成 28年度～令和 2年度新卒者）

ア 理学療法士（医療保健学部 理学療法学科） （単位：人）

年 度 受験者数(A) 合格者数(B) 合格率(B/A) 全国平均合格率（参考） 
H28(2016) 20 18 90.0％ 96.3％ 
H29(2017) 36 31 86.1％ 87.7％ 
H30(2018) 35 35 100.0％ 92.8％ 
H31(2019) 27 25 92.6％ 93.2％ 
R2(2020) 44 36 81.8％ 86.4％ 

イ 作業療法士（医療保健学部 作業療法学科） （単位：人）

年 度 受験者数(A) 合格者数(B) 合格率(B/A) 全国平均合格率（参考） 
H28(2016) 17 14 82.4％ 90.5％ 
H29(2017) 21 18 85.7％ 83.9％ 
H30(2018) 17 9 52.9％ 80.0％ 
H31(2019) 18 18 100.0％ 93.2％ 
R2(2020) 20 14 70.0％ 86.4％ 

ウ 言語聴覚士（医療保健学部 言語聴覚療法学科） （単位：人）

年 度 受験者数(A) 合格者数(B) 合格率(B/A) 全国平均合格率（参考） 
H28(2016) 16 12 75.0％ 75.9％ 
H29(2017) 15 15 100.0％ 79.3％ 
H30(2018) 14 14 100.0％ 68.9％ 
H31(2019) 17 15 88.2％ 65.4％ 
R2(2020) 14 10 71.4％ 69.4％ 

エ 臨床工学技士（医療保健学部 臨床工学科） （単位：人）

年 度 受験者数(A) 合格者数(B) 合格率(B/A) 全国平均合格率（参考） 
H28(2016) 16 15 93.8％ 81.9％ 
H29(2017) 12 12 100.0％ 73.7％ 
H30(2018) 17 15 88.2％ 77.5％ 
H31(2019) 12 11 91.7％ 82.1％ 
R2(2020) 19 19 100.0％ 84.2％ 

オ 薬剤師（薬学部 医療薬学科） （単位：人）

年 度 受験者数(A) 合格者数(B) 合格率(B/A) 全国平均合格率（参考） 
H28(2016) 31 19 61.3％ 85.1％ 
H29(2017) 46 33 71.7％ 84.9％ 
H30(2018) 38 30 78.9％ 85.5％ 
H31(2019) 64 32 50.0％ 84.8％ 
R2(2020) 67 29 43.3％ 85.6％ 

カ 看護師（看護学部 看護学科） （単位：人）

年 度 受験者数(A) 合格者数(B) 合格率(B/A) 全国平均合格率（参考） 
H31(2019) 45 42 93.3％ 94.7％ 
R2(2020) 65 57 87.7％ 95.4％ 

キ 保健師（看護学部 看護学科） （単位：人）

年 度 受験者数(A) 合格者数(B) 合格率(B/A) 全国平均合格率（参考） 
H31(2019) 7 6 85.7％ 96.3％ 
R2(2020) 8 8 100.0％ 97.4％ 

※ 全国平均合格率は厚生労働省発表（理学療法士及び作業療法士は新卒者のみ、言語聴覚士及び臨床

工学技士は既卒者を含む。薬剤師は 6 年制新卒者のみ）

※ 看護学部は平成 28 年度設置であり、新卒者は平成 31 年度（令和元年度）となる。
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